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研究成果の概要（和文）：　本研究は，都市形成の核をなした歴史地区が地方都市再生の鍵を握るという発想か
ら，地中海ヨーロッパの中小規模都市に注目し，都市の内と外への求心力をもつ公共空間として歴史地区を育て
る試みを分析した。調査フィールドとして，カタルーニャ自治州（スペイン）から規模，立地，生業などの地理
的文脈が異なる4都市（タラゴナ，レウス，カンブリルス，ファルセット）を選んだ。
本研究の成果は，歴史都市の空間政策，歴史地区の空間利用，そうした空間利用を維持・促進する仕組みの大き
く3つの柱からなる。

研究成果の概要（英文）：The dynamism of the historic centre, where the city was born, is of critical
 importance for the rehabilitation of local cities. From this point of view, the research project 
analysed different attempts to co-create the historic centre as an attractive public space for 
people living both inside and outside the town. To conduct the field research, four cities of 
Catalan Autonomous Community (Spain) were selected: Tarragona, Reus, Cambrils and Falset. Each one 
is characterized by a remarkably different geographical context, recognizable in aspects like 
physical size, location or traditional economic activities. The outcome of the research can be 
presented according to its three major pillars: spacial planning of historic towns, spacial uses in 
the historic centre and the mechanisms to maintain and favour such uses.
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1. 研究開始当初の背景
　地方都市の衰退，とくに中心市街地の空洞
化が指摘されて久しい。都市の外延的な拡大
から脱却し，質的な改善によって持続可能な
都市を再構築すべきという考え方は，コンパ
クトシティの掛け声のもとで，日本でも活発
な議論を惹起してきた。歴史的にコンパクト
な都市を発達させたヨーロッパに学ぶという
視点からは，岡部明子（『サステイナブルシ
ティ―EUの地域・環境戦略』2003年）らが，
都市中心部の社会的な持続可能性を高める地
域・都市政策を評価している。
　しかし，議論の蓄積とともに事例やノウハ
ウが行政・専門家・実務家の間で共有される
につれて，各都市に固有の地理的コンテキス
トを軽視して既知の事業モデルを切り貼りす
る，薄っぺらな都市開発戦略が目立ち始めた。
それらは，スペインの地理学者 F.ムニョス
が「俗都市化」という独自の概念を提示して
論じたように，ショーケースのごとき商品化
された空間を各地に生み出している（『俗都
市化―ありふれた景観　グローバルな場所』
2013年）。ヨーロッパ都市の歴史地区も例外
ではない。
　地方都市の持続可能性の重要な鍵は，中心
市街地の再生にある。そこで今必要とされて
いるのは，表面的な修景の対象ではなく，長
きにわたる人間活動が蓄積した建造環境とし
て中心市街地の価値を再評価し，それを市民
の手垢がついた公共空間として育てることで
はないか。中心市街地を核とする都市再生に
ついては，都市計画・建築計画のほか，地域
の運動主体に焦点を当てる環境社会学などの
分野で研究蓄積がある。それらに対して，地
理学の立場からは，各都市の歴史地区を取り
巻く地理的コンテキストを読み解き，それを
織り込んだ再生戦略を練り上げる筋道の明確
化が求められる。

2. 研究の目的
　上記の背景をふまえ，本研究では，中心市
街地の公共空間としての価値を高める地方都
市の試みに光を当て，事業者・住民を含む多
様な主体が参加する広義の政策実践につい
て，都市の内と外に向けて求心力を発する地
中海都市の歴史地区をフィールドとして分析
することを目的とした。研究に取り組むにあ
たっては，次の 3つの柱を組み合わせて目
的にアプローチすることにした。第一に，遺
産保護政策と都市計画の調整を中心に，歴史
都市の空間政策を分析すること。第二に，歴
史地区の空間利用について，買物・飲食とイ
ベント・観光の 2つの活動領域に着目して
明らかにすること。そして第三に，公共空間
の協育に関する実践に視線を向け，多様な主
体の働きかけによって歴史地区の空間利用を
維持・促進する仕組みを洞察することである。
　すでに述べたように，地理学の立場からの
都市再生論では，各都市に固有の地理的条件

のもとでコンテキスト化された空間を読み解
く視点が不可欠である。そこで本研究では，
代表者が研究蓄積を有するスペインのカタ
ルーニャ自治州から，規模，立地，生業など
の基本条件を異にするタラゴナ，レウス，カ
ンブリルス，ファルセットの 4都市を取り
上げ，集中的なフィールド調査の対象とし
た。なお，研究課題名にある「公共空間の協
育」という表現は，多様な主体の働きかけに
よって歴史地区を育てる協働の実践を指して
いる。この表現を採用するにあたっては，井
口貢らによる地域再生論（『自律的蘇生と文
化政策の役割―教育から協育，「まちづくり」
から「まちつむぎ」へ』2011年）を参考に
した。

3. 研究の方法
　本研究では，対象 4都市が置かれた地理的
コンテキストの理解がすべての分析の基礎と
なる。そこで，最初の取組みとして，デスク
ワークによる取組みが可能な基礎的データの
蒐集・分析から，対象都市を性格づけること
にした。具体的には，近現代の地形図・市街
図にもとづく都市発展過程の把握，地形や交
通路を考慮した歴史地区のアクセシビリティ
の評価，人口分布や施設配置からみた歴史地
区の位置づけの検討などである。これらの作
業を行いつつ，対象都市でのフィールドワー
クで得た知見を加えることで，各々の地理的
コンテキストに関する理解を深めた。
　本研究の主要部分をなす調査・分析は，研
究の目的で述べた 3つの柱から構成される。
以下，この枠組みに即して，研究方法の概要
を説明する。

（1）歴史都市の空間政策
　歴史都市の空間政策に関する分析は，本研
究に先立つ科研費研究課題「歴史地区の環境
価値の発見と地方都市の再生戦略―地中海の
創造都市への注目―」の実績を下敷きとし
た。本研究では，県都タラゴナに関して前研
究で得た知見を相対化しつつ考察を深めるた
めに，内陸側に隣接する商都レウスを比較対
象に加えた。タラゴナ調査から得られた重要
な論点の一つは，再開発・再整備を手段とし
て用いる都市計画と，遺跡や建造物の保存・
修復を目的とする遺産保護政策の間に存在す
る，対立を孕んだ緊張関係にある。そこで，
レウス調査では，一貫性のある都市再生ビ
ジョンのもとで，都市計画と遺産保護政策を
相互補完的な政策として両立させることが可
能かどうかに焦点を当てることにした。調査
研究の主な内容は，市・自治州の計画文書の
入手・分析，都市計画担当助役・担当官への
インタビュー調査，再開発エリア等に関する
フィールド調査である。それらにより，市政
の政策立案・遂行プロセスを詳細に検討した。

（2）歴史地区の空間利用



　歴史地区の空間利用に関しては，買物・飲
食とイベント・観光の 2つの活動領域に重
点を置いて分析した。これらは，歴史地区を
生活の場とする市民と非日常の関心対象とす
る訪問者の双方が関わる活動である。ゆえに，
都市の内と外に対する歴史地区の求心力を評
価するという本研究の問題意識に照らして，
適切な分析対象と考えられる。他方，地中海
都市では，公共空間の利用のなかで屋外活動
が大きな比重を占める。このことを考慮して，
屋外活動の実態を季節・時間軸と交差させて
把握し，空間利用分析の中心に位置づけるこ
とにした。屋外活動のあり方は気候条件や生
活慣習に大きく規定されるので，すでに述べ
たタラゴナとレウスに加えて，地中海岸の観
光都市として成長を遂げたカンブリルス，そ
して冬の寒さが厳しい中山間地域のファル
セットを比較対象に加えることが積極的な意
味をもつ。以上をふまえ，歴史地区の空間利
用および次に述べる空間利用の仕組みについ
ては，対象 4都市に同程度の重みを置いて
分析した。

（3）空間利用を維持・促進する仕組み
　歴史地区の空間利用は，地区内で日常を過
ごす住民や小売や飲食などの事業者をはじ
め，多様な主体の関心と利害の絡り合いのう
えに成立している。そうした主体間関係をと
らえるために，本研究では，住民組織や事業
者組合が個別に進めている取組みと併せて，
連携推進と利害調整に果たす行政の役割を重
視した。とりわけ着眼点としたのは，2004
年以来，カタルーニャ自治州の多くの市が自
治州の支援を得て，市民・事業者との協働で
進めている「地区プログラム」である。本研
究の対象 4都市の歴史地区は，自治州による
公募で地区プログラムの選定を受けており，
事業開始の時期に照らして，一定の評価が可
能な段階に達していると考えられる。そこで，
市が編成したプログラム実施の司令塔組織と
ともに，市と協働する住民組織，事業者組合，
アーティスト団体などへのインタビュー調査
を行い，事業の成果を検証することにした。
これらの団体は，歴史地区の空間利用に関し
て明確な問題意識を有する各分野の代表でも
ある。各々の利害関心を知り，多様な主体が
交錯する歴史地区の空間利用を成立させてい
る仕組みを洞察することが，一歩踏み込んだ
目標となる。

4. 研究成果
　本研究では，歴史地区における公共空間の
協育を通じた地方都市再生の筋道について，
3つの角度から考察を進めてきた。以下では，
各柱について得た知見の概略を述べたうえ
で，本研究全体の成果について，計画段階で
は必ずしも予想していなかった都市研究の新
たな視角や研究実践の可能性にも言及しなが
ら説明したい。

（1）歴史都市の空間政策
　古代遺跡の上に再建されたタラゴナでは，
世界遺産に登録された考古遺跡群に代表され
る文化遺産が，市街地の広い範囲を覆う都市
遺産としての性格を有している。これに対し
て，本研究で新たに分析対象としたレウスは，
街道の交差点に成立した中世の商業集落を起
源としており，中世市壁の部分的な遺構など
を除けば，顕著な考古遺跡をもたない。レウ
スにおける文化遺産の主体は，近代の商業ブ
ルジョワジーが建てたムダルニズマ（近代主
義）様式の邸宅など，個別の建築遺産である。
他方，中世の囲郭都市を起源とするコンパク
トな歴史地区や放射状に延びる街道が象徴す
るように，都市の骨格を規定する先行形態は，
市街地開発の波を受けながらも，比較的よく
保たれている。さらに，かつて「カタルーニャ
第二の都市」とされた商業都市としての繁栄
が，今なお，レウスの都市アイデンティティ
の核をなす。
　レウスの市政は，以上のような地理的コン
テキストを支えとすることで，方向性の明確
な空間政策を打ち出すことに成功してきた。
とくに，商業空間としての歴史地区の活性化
に重きを置きつつ，それを実現するための処
方箋として，エリアによってクリアランス型
の再開発と歴史的な建造環境の保全を選択的
に組み合わせた点が注目される。レウスでは，
遺産保護政策が都市計画と共通の部局によっ
て策定されており，タラゴナでみられたよう
な再整備と保存の対立・矛盾は生じていない。
また，地下公共駐車場や市バス路線網の整備
といったモビリティ政策も，歴史地区を核と
するコンパクトシティの追求という空間政策
の基本方針と整合し，それを補強する働きを
している。
　もっとも，より大きなリージョナルスケー
ルの視点にたつと，県都タラゴナは，行政・
サービス機能の集積や豊富な文化遺産・観光
資源を梃子として，以前にも増して影響力を
強めている。商業機能においてすら商都レウ
スを凌駕しつつあるタラゴナに対して，レウ
スは積年の対抗意識に鼓舞されたイノヴェー
ティヴ志向の都市政策を続けている。しかし，
安直な開発政策から距離を置きながら，一貫
性のある政策を維持するのは容易でないと思
われる。

（2）歴史地区の空間利用
　歴史地区の空間利用については，対象 4都
市すべてを対象として研究に取り掛ったが，
新たな発見がとくに多く得られたのは，カン
ブリルスとファルセットの調査である。
　観光化が進んだ地中海岸の小都市，カンブ
リルスの調査では，中心市街地の活力を支え
る小売・消費者サービスの事業者に焦点を当
て，事業者の働きを通して界隈とよぶべき個
性豊かな公共空間が形成される過程を分析し
た。そのさいには，内陸寄りの街道町として



成立した歴史地区と併せて，小規模な漁業集
落から観光集落へ変容した港地区という，性
格の異なる 2つの歴史的な核を調査対象と
した。各地区の中心エリアに絞ってインタ
ビュー方式による事業者の悉皆調査を行った
結果，交通アクセスや人口集中のみならず，
建造環境の歴史性に凝縮された空間文脈を経
営資源の一部として読み込み，同時に，都市
空間に人々の交流を生み出すことで，界隈が
有する個性の深化に寄与している事業者の働
きが明らかになった。そうした知見は，空間
と社会の弁証法というべき相互関係の重要な
一翼が事業者によって担われていることを示
すものと考える。
　タラゴナ県中山間地域の小都市，ファル
セットの調査は，街路・広場や公共性を有す
る施設全般を含む，広い概念としての共同利
用空間に焦点を当てて実施した。ファルセッ
トのように，財政力に乏しい小規模自治体で
は，市民セクターの主体的な関わりなしに，
行政のみの力で空間の共同利用を維持するこ
とはできない。そうした観点から，拱廊・連
絡通路等の都市計画上の位置づけ，公共施設
の市民団体への貸付，祭り・イベント時の空
間利用などについて，行政・各種団体へのイ
ンタビュー調査と綿密なフィールド記録にも
とづく考察を行った。結果として，都市空間
の共同利用を可能としている広義の制度の存
在が浮き彫りとなり，なかでも，一部私有財
産の公共利用への開放を含む社会的慣習のも
つ重要性が明らかとなった。

（3）空間利用を維持・促進する仕組み
　空間利用を維持・促進する仕組みのなかで，
本研究が計画段階から注目していたのは，カ
タルーニャ自治州の支援を受けて市が実施し
ている「地区プログラム」である。各事例に
ついて，プログラムの計画書・実施報告書の
分析，運営組織へのインタビュー調査，関係
団体への聞取りを含むフィールド調査を行っ
た結果，歴史地区の地理的マネジメントと言
うべき興味深い都市政策の試みを見出すこと
ができた。歴史地区の役割を地方都市再生の
全体構想に位置づけるためには，各自治体の
財政状況や計画体系との折り合いのなかか
ら，歴史地区のポテンシャルを引き出すため
の最適解を見つけ出す知恵が必要である。そ
うした観点に照らすと，対象 4都市の間でも，
成功度には一定の隔たりが認められた。
　本研究の中心対象と言うべきタラゴナとレ
ウスについては，都市政策に関する個別の
テーマを各々設定して，さらに考察を深めた。
　古代ローマ時代のモニュメンタルな遺跡を
多く有するタラゴナでは，毎年 5月に開催
される歴史再現（リイナクトメント）の大イ
ベント，「タラコ・ビバ」に注目し，これを
市民によるアイデンティティ探求行為の観点
から分析した。そのために，会期中に参与観
察的手法による調査と併せて，リイナクトメ

ントの地元グループに対するインタビューを
実施した。市の専門職員のステータスを有す
るディレクターを中心に，市民グループ，専
門家，近隣自治体などとの協働によって続け
られているタラコ・ビバは，舞台芸術の祭典
ではなく，市民が自らの町の来歴を知り，表
現する共同の演技として理解すべきというの
が，得られた主な知見である。
　レウスに関しては，民主化以来の社会党の
長期政権が 2011年に保守系ナショナリスト
政権に交代したことに注目し，政権交代が都
市政策の刷新に果たす役割について，都市計
画マスタープランの練り直しに的を絞って考
察した。そのさい，政権交代前後の都市計画
担当助役への詳細なインタビューを調査の核
に据えた。分析の結果，政権交代が起きた
ことで，不動産バブル期（1996～ 2008年）
の発想を引き摺る拡大志向の開発政策からの
決別が可能になったことが明らかになった。
同時に，レウスの現政権がモビリティ政策を
重視していることに表れるように，グローバ
ル化が進む現代の都市は，たんなる時局変化
への対応を超えて，フィジカルプランニング
に重きを置く近代都市計画に特有の限界と向
き合う時期に来ているという，都市政策の中
長期的展望に関する示唆を得た。

（4）総括と展望
　以上に要約したように，本研究では，公共
空間としての歴史地区の協育から地方都市再
生の筋道を見通すという企図のもと，地理的
コンテキストを異にするタラゴナ県の 4都市
の比較考察を通じて，多くの有益な知見を導
き出すことに成功した。それらを改めて振り
返るならば，都市の個性は，たんなる物的な
環境ではなく，都市と人の関わり，そして関
わりを共有する人々の繋がりの交点に立ち現
われるという，単純ではあるが重要な事実認
識に集約される。世界中の都市を互いに似た
り寄ったりの平俗な存在へ貶めそうなグロー
バルフローの働きを前に，押し寄せる波から
アイデアや活力を吸収しつつ，自らの個性を
深化させるには，何よりも，希薄化した都市
と人のコミュニケーションを活性化させるこ
とが必要である。研究が進むにつれて，考古
遺跡，建築物，街路・広場，共同施設，祭り・
イベントなど，調査対象とした多様な事物に
ついて，都市と人のコミュニケーションを支
えるメディアとして再評価すべきとの考えに
至った。
　都市の個性を価値化し，多くの人々の手で
継承・進化させるために，地理学が主体的に
果たしうる役割は何だろうか。次の科研費研
究課題では，都市と人のコミュニケーション
を主題として，地理学から計画論への橋渡し
となる研究実践を試みることを構想してい
る。そのさいには，日本国内のフィールドに
足場をもちながら，地中海ヨーロッパでの研
究蓄積をいかして，方法論の検証と鍛錬を目



的とする国際学術交流を推進したい。
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